
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る時にはおびただしい噴出物で海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水が黄変されたり，火山島が出没

　　　　　　　　　　　　　　　　1灘臨誠．』膏．毒欝議誌罐鰭醸

　　　　　噸，躍譲．轟、、．．、慧灘齢1フ撫藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140．00E）に海底噴火が起り，火

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山島が誕生しているのを漁船第11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明紳丸が発見した．この火山島は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟…難聾璽麗㎜　．膿．同鵬にちなんで明神礁と名づげ
　　　　　　　　品一’　　　　1　　　　’｝縣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られた．当時新島の大きさは径百

　　　数十m，高さ数十mであったが，しばしば起る大爆発のため数日後には島は吹きとばされてしまった．その後明神礁は翌

　　　年9月まで活動を繰返し，噴腫・噴気・爆発音や火山島の出没なとが航室機，船舶，青ケ島からしばしば認められた．

　　　　写眞は1952年9月21口17時34分の爆発で，爆発後2分を経過した時の噴腫活動である．数秒置きに火柱があがり，

　　　黒色噴煙はむくむくと高さを廟し，火柱があがるのと交互に黒煙の中で雷が無気昧に光った．17時38分には噴唾は高さ

　　　5QOO　m以上，海面での直径約740mにも達した．（写眞は気象台観測船竹生丸から三涌三郎氏撮影，本船の位置は噴火現

　　　場から南東方約5000m）・当時の明紳礁は最も激しい活動をしていた時期で，この写眞を撮った1｛から3H後の9月24日

　　　にけ，現地調査を行弓筈であった水路部観測船第5海洋メLが爆発にあって遭難し，謎査団員9名，船員22名の総員31名

　　　が船と共に殉職した．

　　　　1900年以後のベヨネーズ列岩付近に於げる海底火山活動をあげると，1906年4月，1915年2月～7月，1934年5月，

　　　1946年2月～12月，1952年9月～1953年9月，1954年11月などがある．　　　　　　（田中康裕記）
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